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1 は じ め に

飼料用 トウモロコシの収穫調製作業では,限 られ
た収穫期間内に収穫物を回場から貯蔵場所 (固 定式

サイ ロ)ま で往復運搬 し,鎮圧・密封までの一連の
組作業を同時かつ短期間に行 う現状にあ り著 しい労

働負担を余儀なくされている。近年,こ れ ら作業を
ロールベールラップサイ レージ体系により省力化す

る新たな技術が開発 されている。本試験ではこの新

技術 「細断型ロールベーラJ(以下,細断ベーラ)の
作業性及び省力性を検証するとともに生産物の特性

について検討 した。

2試 験 方 法

(1)作 業精度試験

細断ベーラにより生産 されたベールの形状的特性

及び調製の際に生ずるロスの発生状況について調査

した (圃場条件 表 1の とお り)。
(2)作業能率試験
同面積 (走行方向 100m,幅 30m)の 区画の トウモロ
コシを細断ベーラ体系と従来体系 (FRP製 タワーサ

イ ロ)で各々収穫 し,作業能率及び延べ労働時間の
比較 を行った。枕地幅は走行方向 4m,転 回方向に
6m確 保 し,圃場からタワーサイロ若 しくはベール
保管位置までの距離は 2000mと した。

(3)生産物の品質評価
上記作業能率試験で調製 された各サイ レージにつ

いて,給与開封時の発酵品質及び変敗発生等による
廃莱量を調査 した。給与期間は 2003625～ 814(50
日間)の夏期間とした。また,予備調査 として同時
期に調製 されたタワーサイロ及びベールを 20031月

及び 2月 の冬期間に各月 1個開封 した。測定項 目は

pH,V‐ scorc,VBN/T‐N,変敗ロス (変敗部廃棄量 ),
給与ロス (給与取出時の取 りこぼし量)と した。

3 試験結果及び考察

(1)作業精度試験

生産 されたベールの形状は容積が 045m3と 中型
ロールベ ール並 のサイ ズで あるが ,質 量 は平均
316 8kgと 非常に重 く高密度であつた (表 2)。 調製

の際に生ずるロスは,梱包 ロスが全重比 18%,ラ
ップロスが 03%, ロス率合計で 21%程 度 と僅かで
あった (表 3)。

(2)作業能率試験

1)作業能率

細断ベーラの作業能率は,85馬 力の トラクタ, 2
条刈 リハーベスタ使用時のワンマン体系 (細 断ベー

ラとハーベスタを同― トラクタで稼働する体系)で
214″hで あつた。一方,自 載式専用ランパ (以 下 ,
専用ラッパ)の作業能率は 151a/hと 細断ベーラより

劣つた。 これは,専用ラッパは トウモロコン残茎に
よるフイルム破損を避けるため,密封の都度ベール

を圃場脇まで搬出する必要があつたことから,全作
業時間中に占める移動時間の害1合 が 42%と 大きくな
ったことによる (表 4)。

2)延べ労働時間 (タ ワーサイロとの比較 )
タワーサイロ貯蔵による体系では,一連の組作業
に計 6名 の作業員を要 し,延べ労働時間は 39時 間 26

分/haで あった。一方細断ベーラ体系では 2名 での収

穫調製が可能で,後 日の回場外へのベール運搬を含
めても延べ労働時間が 17時間 8分ハa(タ ワー体系
の 43%)と 大幅な省力化が可能であつた (表 5,6)。

(3)生産物の品質
1)品質のばらつき及び保存性
細断ベール 10点 について,冬期間 2点 ,夏期間 8

点を開封 したところ,V‐scorcは 平均 947± 13点 と

高 くいずれの期間においても均質で良好な発酵品質

を維持 した。一方 , タワーサイ ロでは冬期間に開封

したものは細断ベール同様高い発酵品質を示 したが ,

夏期間では開封以降好気的変敗が進み,発酵品質は
可～不良となつた (図 1)。

サイ レージは詰込みにより乾物密度が高まるほど

好気的変数が防がれ発酵品質が良好 となる
J。
作業

精度試験 (表 2)の 結果からも細断ベールは梱包密
度が高 く,発酵品質に寄与 したものと考えられる。
2)給与時の取 りこぼしによるロス

タワーサイ ロでは給与時取出し (人 力)の 際,取
りこぼしにより若干のロス (全重比 07%)が 生 じ
たが,細 断ベールでは給与位置まで未開封のままベ

ールを移動できたことから,全量の給与が可能であ
った (表 7)。

3)変敗による廃棄量の比較
タワーサイロでは夏期給与期間中に変敗によリー

部を廃棄する必要が生 じ,本事例では全重比 17%も
のロスが生 じたが,細断ベールではフィルムの ビン
ホール部にカビの発生が一部認められたのみで,廃
棄量は全重比の 003%と ごく僅かであつた (表 7)。
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細断型 ロールベーラ体系では,飼料用 トウモロコ

シの収穫か ら梱包・密封までのサイレージ調製作業

が少人数 (2名 )の作業員で行えることから,比較
的多数 (5～ 6名 )の作業員による組作業を必要 と

する従来体系より作業の省力化が期待 される。 タワ

ーサイロ体系 との比較を行つた本事例では,延べ労

働時間が従来体系の 43%で あり,そ の大幅な省力性
が検証 された。

生産されたベールは高密度に梱包され発酵品質は

V‐scorc評 点で 95点前後と良好で,保存性も高く夏

場の給与開封時においても高い品質を維持すること

が可能であつた。また変敗によるロスについてもご

く僅かであった。

引 用 文 献

1)高野信雄 1981 トウモロコシサイレージの調

製利用 畜産の研究 35■ :21‐37

表 1 作物条件 oo13年岩手県畜産研究m
精度試験区  能澤試験区

2 ロールベ ール

捐肝■日
供試品種
植栽条件
唖 日
収穫牌 度
靭 cm)

側 513
32K61(パイオニア120
欄 22cm、 釧昔75on
21D■ 103    2003104
黄熟初期
2563
280
247
47648

2534
276
248
47089
12786

表 3 梱包・ラップロスの発生状況 (2003年 作業精度試験)
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図 1 発酵品質の推移・比較
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表 7 夏期間給与時における給与ロス及び変敗ロス発生状況
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